
議
案
第
40
号
米
原
市
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
お
よ
び
米

原
市
一
般
職
員
の
任
期
付
職
員

の
採
用
お
よ
び
給
与
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
反
対
の
立
場
で
討
論
し
ま

す
。
今
回
の
こ
の
条
例
に
伴
う

令
和
4
年
度
補
正
予
算
も
先
ほ

ど
の
市
長
か
ら
の
提
案
も
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
議
案
は
、
令
和
3
年
の

人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
一
般

職
員
や
会
計
年
度
職
員
の
期
末

手
当
を
０
．
１
５
ヵ
月
分
、
ま

た
再
任
用
職
員
を
０
．
１
ヵ
月

分
の
期
末
手
当
を
昨
年
の
12
月

支
給
分
も
遡
り
、
減
額
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。
令
和
2
年
の

期
末
手
当
０
．
０
５
ヵ
月
減
額

に
続
く
減
額
で
す
。

報
道
に
よ
り
ま
す
と
、
日
本

の
勤
労
者
の
実
質
賃
金
に
つ
い

て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
で
１
９

９
０
年
を
１
０
０
と
し
た
比
較

で
4
％
し
か
上
昇
し
て
い
ま
せ

ん
。
ほ
と
ん
ど
賃
金
が
上
が
っ

て
い
な
い
国
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ

は
48
％
、
イ
ギ
リ
ス
は
44
％
、

フ
ラ
ン
ス
は
31
％
、
お
隣
の
韓

国
は
92
％
と
な
っ
て
お
り
実
質

賃
金
で
日
本
を
超
え
て
い
る
と

の
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
景
気
が
良
く

な
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
中
、
今
の
状
況

は
コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
的
な
不
安

定
な
状
況
が
続
き
、
原
油
価
格

の
高
騰
、
さ
ら
に
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
政
治

的
な
不
安
定
も
続
い
て
お
り
、

今
後
多
く
の
も
の
の
値
段
が
上

が
り
、
不
況
下
で
の
物
価
高
が

押
し
寄
せ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
の
今

回
の
期
末
手
当
の
削
減
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
景
気
が
不
安
定

な
時
は
、
公
務
員
の
賃
金
が
狙

い
撃
ち
さ
れ
、
２
０
０
６
年
度

の
給
与
構
造
改
革
の
名
の
も
と

に
、
平
均
で
４
．
８
％
の
引
き

下
げ
、
２
０
１
５
年
度
の
給
与

制
度
の
総
合
見
直
し
で
、
平
均

2
％
の
給
与
が
引
き
下
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
間
、
退

職
手
当
も
大
き
く
削
減
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
は
、
民
間

の
労
働
者
の
賃
金
を
引
き
下
げ
、

年
金
支
給
額
に
も
大
き
な
影
響

が
あ
り
ま
す
。
年
金
の
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
は
物
価
と
賃
金

が
基
礎
に
な
っ
て
お
り
、
物
価

が
上
が
っ
て
も
賃
金
が
上
が
ら

な
け
れ
ば
、
年
金
も
上
が
り
ま

せ
ん
。
本
年
も
4
月
か
ら
基
礎

年
金
の
０
．
４
％
削
減
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
ま
す
ま
す
国
民
の

大
多
数
が
困
窮
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
す
。

コ
ロ
ナ
危
機
の
も
と
困
難
な

中
で
奮
闘
す
る
公
務
員
の
役
割

が
大
き
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
職
員
の
処
遇

改
善
こ
そ
必
要
で
あ
り
、
ま
た

低
賃
金
の
会
計
年
度
職
員
の
期

末
手
当
削
減
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
人
事
院
勧
告
は
国
家

公
務
員
を
対
象
に
し
た
勧
告
で

あ
り
、
地
方
自
治
体
が
従
う
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
国
家

公
務
員
と
の
賃
金
の
比
較
で
あ

る
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
も
米
原

市
は
９
９
．
４
で
国
水
準
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
で
の
期
末
手
当
の
削
減
は

不
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
最
前
線
で
奮
闘

す
る
公
務
職
場
を
は
じ
め
す
べ

て
の
労
働
者
や
年
金
生
活
者
を

守
る
た
め
に
こ
れ
以
上
の
手
当

て
を
含
む
給
与
の
削
減
に
反
対

し
ま
す
。
議
員
各
位
の
賛
同
を

お
願
い
し
て
討
論
と
し
ま
す
。
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3
月
23
日
最
終
日
に
追
加
議
案
11
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
米
原
市
議
団
は
、
人
事

院
勧
告
に
伴
う
一
般
職
員
や
会
計
年
度
職
員
の
職
員
の
期
末
手
当
削
減
条
例
と
そ
れ
に
伴
う
２
０
２

２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
5
件
の
議
案
に
反
対
し
、
反
対
討
論
に
つ
い
て
は
藤
田
正
雄
議
員

が
行
い
ま
し
た
。
初
日
に
執
行
部
よ
り
提
案
さ
れ
た
２
０
２
２
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
議
案
31
件

に
つ
い
て
は
日
本
共
産
党
市
議
団
と
し
て
賛
成
し
、
執
行
部
提
出
議
案
は
全
議
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
予
算
や
条
例
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
も
の
は
今
後
の
民
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

職
員
給
与
削
減
反
対
の
討
論

９
０
年
代
か
ら
賃
金
横
ば
い

賃
金
低
下
は
年
金
に
直
結

公
務
員
賃
金
が
標
的
に

コ
ロ
ナ
禍
で
公
務
労
働
は
重
要

議員名 会 派 名
給与改定
条例

改定案

山脇正孝 日本共産党市議団 ×

藤 田 正 雄 日本共産党市議団 ×

山 口 久 志 天翔クラブ 〇

鹿 取 和 幸 天翔クラブ ○

磯 谷 晃 天翔クラブ 議長

後 藤 英 樹 天翔クラブ ○

矢 野 邦 昭 天翔クラブ ○

今 中 力 松 天翔クラブ ○

中 川 松 雄 天翔クラブ ○

鍔 田 明 天翔クラブ ○

中 川 雅 史 政策研究会マイバラ ○

堀 江 一 三 政策研究会マイバラ ○

山 本 克 巳 政策研究会マイバラ ○

吉田周一郎 政策研究会マイバラ ○

振 角 大 祐 無会派 ×

細 野 正 行
無会派

（公明党）
○

結 果 可決


